
８－１　近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2006年5月～10月）

　　　　Seismic Activityin and around the Kinki，Chugoku and Shikoku Districts（May －

　　　　October　2006）

　　　　　　　　　　気象庁　大阪管区気象台

Osaka DistlictMeteorological Observatoly， JMA

　今期間，近畿・中国・四国地方とその周辺でM4.0以上の地震は16回，M5.0以上は2回発生した．

のうち最大は，2006年8月22日に和歌山県南部で発生したM5.5の地震であった.

　2006年5月～2006年10月のM4.0以上の震央分布を第１図に示す．

　主な地震活動は以下の通りである．
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　（1）瀬戸内海中部の地震活動（第２図）

　2006年5月８目12時45分に瀬戸内海中部の深さ13 kmでM4.2（最大震度2）の地震が発生した．発言機構

は東西方向に圧力軸を持つ構ずれ断層型である．

　今回の地震の震源付近では，1999年から2001年頃にかけてまとまった地震活動があった．このうち最

大の地震は1999年10月30目のM4.6（最大震度4）であり，今回とほぼ同様の発言機構であった．

　②足摺岬沖の地震活動（第３即

　2006年6月12目15時10分に足摺岬沖の深さ41 kmでM4.0の地震が発生した.今回の地震の震央は南海地

震想定震源域の西端付近に位置している.1923年8月以降の活動をみると，今回の地震の震央付近では

1992年7月10目にM4.0の地震が発生している．

　（3）伊予灘の地震活動（第４図）

　2006年9月26目07時03分に伊予灘の深さ70kmでM5.3（最大震度4）の地震が発生した．この地震の発言

機構（P波初動解）は東西方向に張力軸を持つ型で,フィリピン海プレートの内部で発生した地震である．

この地震発生直後数時間で7回の余震を観測し，その後27目07時51分にM3.8（最大震度2）の地震が発生

している．

　今回の地震の震源付近では，ほぼ定常的に地震活動かおり，M4～5程度の地震が時々発生している．

最近では2006年5月28目に深さ80 kmでM4.3（最大震度3）の地震が発生している．

（4）その他の地震活動（第5，6，7図）

　2006年

　　　　月日　　　　震央地名

　　　5月15日　　　和歌山県北部

　　　5月28日　　　伊予灘

　　　7月11目　　　山口県西部
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第 1図（a）　近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2006年 5月～ 7月 , M≧ 4.0, 深さ≦ 700 km）
Fig.1(a)　　Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku districts (May – July 2006, M≧ 4.0, 

depth≦ 700 km).
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第 1図（b）　つづき（2006年 8月～ 10月 , M≧ 4.0, 深さ≦ 700 km）
Fig.1(b)　　continued (August – October 2006, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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　2006年５月８日12時45分に瀬戸内海中部

の深さ13kmでM4.2（最大震度２）の地震が発

生した。今回の地震の震源付近では、1999年

から2001年頃にかけて、1999年10月30日の

M4.6（最大震度４）の地震を最大とするまとま

った地震活勣があった｡今回の地震の発言機構

は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で

1999年のM4.6の地震の発言機構（参考解）と

ほぼ同様であった。　（囚）
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　1923年８月以降の活動をみると、

今回の地震があった瀬戸内海中部付

近ではM4～5クラスの地震が時々発

生しており、M5.0以上の地震は３回

観測されている。 M6.0以上の地震は

発生していない。　（［亘］）
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第２図　瀬戸内海中部の地震活動

　Fi＆2　Seismic activityin thecentral Setonaikai，
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６月12日　足摺岬沖の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧2.0）
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2006年５月以降の地震活動を濃い○で表示した
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　2006年６月12目15時10分に足摺岬沖

でM4.0の地震が発生した。今回の地震の

震央は想定南海地震震源域の西端付近に

位置している｡1923年８月以降の活動をみ

ると、今回の地震の震央付近では1992年

７月10目にM4.0の地震が発生している。
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領域ａ内の地震活動経過図
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第３図　足摺岬沖の地震活動

　Fig.3　Seismic activityofTAsizurimisaki.
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９月26日　伊予灘の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧2.0、深さ30～170km）
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　2006年９月26目07時03分に伊予灘の深さ70kmで

M5.3（最大震度４）の地震が発生した。フィリピン海プ

レート内部の地震である。発震機構は東西方向に張力軸

を持つ型である。余震は地震発生直後数時間で７回観測

された。その後27目07時51分にM3.8の地震（最大震

度2）、30目22時48分にM3.1の地震（最大震度１）

が発生している。

　今回の地震の震源付近では、ほぼ定常的に地震活動か

おり、M4～5程度の地震が時々発生している。最近では

2006年５月28則こ深さ80kmでM4.3（最大震度３）の

地震が発生している。（［返］）

［固　震央分布図（1923年８月以降、M≧4.0）
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　1923年８月以降の活動をみると、今回の地震の震央付近

では、M4.0を超える地震が時々発生している。最大の地震

は1983年８月26副こ深さ116kmでM6.6の地震である。

　また、少し離れてはいるか同じフィリピン海プレート内

で2006年６月12目に深さ146kmでM6.2の地震が発生し

ているバ（Ei）
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第４図　伊予灘の地震活動

　F泌4　Seismic activityin thelyonada Setonaikai.
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５月15日　和歌山県北部の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧1.5）
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　2006年５月15目01時42分に和歌山県北部の深さ3kmでM4.5（最大震度４）の地震が発生した。こ

の地震の登霞機構は西北西一東南東方向に圧力軸を持つ型でこの付近でよく見られるタイプである。

　和歌山県北部にはほぼ定常的な地震活動域かおるが、今回の地震が発生した北側の領域では５月中や

や活発に推移した。震度１以上を観測した地震は５月中に19回発生し、20目07時21分の地震（M3.9、

深さ6km）では最大震度3、22目20時32分の地震（M3.6、深さ7km）では最大震度２を観測している。

一連の活動は６月に入ってほぼ収まっている。　（（召）
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震央分布図（1923年８月以降、M≧4.5）
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　1923年８月以降の活動をみると、今回の

地震の震央付近では、M5.0以上の地震が７

回観測されているが、いずれもM6.0未満で

ある。（［亘］）
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第５図　和歌山県北部の地震活動

　Fig.5　Seismic activityin the northem Partof Wakayama Pre応cture.
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図震央分布図
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５月28日　伊予灘の地震

(1997年10月以降、M≧2.0、深さ30～120km)
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　2006年５月28目20時36分に伊予灘の

深さ80kmでM4.3（最大震度３）の地震が

発生した。見誤機構は南北方向に張力軸を

持つ型である。余震は観測されていない。

　今回の地震の震源付近では、ほぼ定常的

に地震活動かおり、M4～5程度の地震が

時々発生している。最近では2006年２月

１目に深さ46kmでM4.3（最大震度3）､2006

年４月22目に深さ40kmでM4.0（最大震度

３）の地震が発生している。いずれも沈み

込むフィリピン海プレートの内部で発生

した地震である。（［瓦］）
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　1923年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近では、M4.0を超える地震が時々

発生している｡Ｍ６クラスの地震は1983年８月

26目に深さ116kmでM6.6の地震以降、発生し

ていなかったが､2006年６月12目に深さ146km

で囲｡2の地震が発生したバ[亘])

k ’

７

憐ﾄ

タ

150 4

０ 19乙Ｃ　ｌｇさ０　１９ａ |り/Q

｀１－７４

-

19SO　I9１0　2C･CC

気象庁作成

７

５

どぽ

aoa

４ぽ

ｸ印

第６図　伊予灘の地震活動

　Fig.6　Seismic activityin the lyonada Setonaikai.
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７月11日　山ロ県西部の地震

　　　震央分布図（1997年10月以降、Ｍすべて）

　　　　　　　　　2006年７月以降を濃く表示
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　2006年７月11目03時09分に山口県西部の深

さ16kmでM4.0（最大震度３）の地震が発生した。

発展機構は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層

型であった。まとまった余震は１目程度でほぼ収

まったが、その後、断続的に小規模な活動が見ら

れた。（［瓦］）
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　1923年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近では、1991年10月28副こM6.0

の地震が発生している。

　なお、菊川断層帯沿いには、歴史的にも目立

った地震の記録はない。（【亘】）
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第７図　山口県西部の地震活動

　Fig.7　Seismic activityin the westem partof Yamaguchi prefecture.
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